
令和3年10月 ④

副 島 慶 輝 副 島 慶 輝

人工ペースメーカー外来
リウマチ外来
不妊症外来
難聴 ・ 補聴器外来
ペインクリニック
禁煙外来
頭痛外来
スポーツ外来
膝関節外来
健康診断
機能的脳神経外科
手の外科
足の疾患センター
骨軟部腫瘍
パーキンソン病
セカンドオピニオン外来

総合診療
精神科（予約制）【G5】

糖尿病・血液内科

歯科口腔外科（予約制）

女性総合診療(予約制)

乳腺外科

循環器内科

呼吸器内科

脳神経内科

脳神経外科
機能的脳神経外科（毎月最終水曜日（予約制））

消化器内科

外科
消化器外科
内視鏡外科

呼吸器外科

肝臓内科

心臓血管外科
足の疾患センター（予約制）

腫瘍内科【Q2】

放射線治療科【Ｈ２】

麻酔科・ペインクリニック

整形外科

リウマチ科

皮膚科（予約制）

形成外科

泌尿器科

眼科

耳鼻いんこう科

リハビリテーション科
透析センター

小児科

産婦人科

救命救急センターＥＲ２４

生活習慣病センター

板 敷 康 隆

早 野 智 子

（午後外来は予約制）

近 藤 潤 也

近 藤 潤 也

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

峯 　 孝 友
栗山龍太郎
篠 原 道 雄
峯 　 孝 友

村 上 直 子
田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

松井久未子 松井久未子（再来のみ）鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

大 谷 　 望
古 谷 雄 司

大 谷 　 望

田中信一郎

吉 野 茂 文

北 原 正 博
堤 　 甲 輔

吉 野 茂 文

坂 口 栄 樹

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

伊原公一郎
富 永 康 弘

鄭 　 泰 秀 德 永 貴 範

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

板 敷 康 隆

早 野 智 子
大 谷 　 望大 谷 　 望
頴原　隆（非）

田中信一郎

坂 本 和 彦

近 藤 潤 也 矢 原 　 昇

田 和 聖 子
藤 田 文 彦

河 村 洋 行
栗山龍太郎

鄭 　 泰 秀

村 上 直 子

学 童 外 来
担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

齊藤剛（非）
（林　公一）（新患受付） （再　診） （再　診） （再　診）

若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴政俊（再来のみ）
德永　舞子
　板 敷 康 隆

長島由紀子

古 谷 雄 司

加藤香織（非） 生嶋一成（非）
尾 本 雅 俊

尾 本 雅 俊

矢 原 　 昇

林 　 弘 人
北 原 正 博

矢 原 　 昇 坂 本 和 彦

坂 口 栄 樹

村 上 雅 憲
村 上 雅 憲

村 上 雅 憲

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

峯 　 孝 友
富 永 康 弘

峯 　 孝 友
德 永 貴 範
鄭 　 泰 秀

田 原 晋 作 田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

若 林 祐 介 若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

早 野 智 子
古 谷 雄 司
早 野 智 子

田中信一郎
尾 本 雅 俊 田中信一郎 田中信一郎

尾 本 雅 俊
　

尾 本 雅 俊
　

山 下 勝 弘
藤岡裕士（非）

山 下 勝 弘

吉 野 茂 文

坂 本 和 彦
濵 﨑 太 郎

原 野 　 恵
西 山 夏 子

坂 口 栄 樹
千 原 大 典

坂 口 栄 樹
西 山 夏 子

原 野 　 恵
千 原 大 典

吉 野 茂 文
長島由紀子 長島由紀子長島由紀子長島由紀子

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信
（再診のみ）

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信
（再診のみ）

河 村 光 俊
佃 　 利 信

内 本 亮 吾
田 和 聖 子

伊原公一郎
河 村 洋 行
篠 原 道 雄

鄭 　 泰 秀
德 永 貴 範 德 永 貴 範 德 永 貴 範

村 上 直 子

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司

高須啓之（非）

牧 　 隆 司

林 　 公 一

松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

岡 田 宗 正
松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

松 本 泰 幸
担 当 医

橋本紗和子（非） 白水　舞（非）

松 本 裕 美 松 本 裕 美 松 本 裕 美平 岡 興 三 平 岡 興 三

午前
午前

午前

午前

午後

午後

午前

午前

午前（再来）

午前

　　（新来）

（新来）
（再来）

（再来）

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午後（入院）

午前

午前

午後
午前

午前
午後

午前

24時間

午前

総合診療
【Ｇ２】

女性総合診療【Ｈ２】

循環器病
総合診療
【Ｇ２】

がん
消化器・肝臓病
総合診療
【Ｇ５】

長寿医療
総合診療
【Ｇ１】

透析センター【Ｇ８】

放射線診断科（紹介予約のみ） 午前

生活習慣病センター【Ｈ３】

成育医療
総合診療
【Ｇ３】

救命救急センター【ＥＲ】

特殊外来  ※要予約診 療 科 名 月 火 水 木 金グループ名

心理カウンセリング（予約制）

　　（新来）
　　（再来）

（10時から） （10時から）
鄭 　 泰 秀
（10時から）（10時から） （10時から）

（11時以降予約のみ）

（受付時間11時まで）

（10時以降予約のみ） （10時以降予約のみ）（10時以降予約のみ）

午前

（　　）午前

　　（再来）午後

田 﨑 彩 子佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 田 﨑 彩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

花香哲也（非）

小 林 　 博
小林かおり

小 林 　 博
小林かおり

小林 博（予約のみ）
小林かおり（予約のみ）

小 林 博（予約のみ）
小林かおり（予約のみ）

小 林 　 博
小林かおり

予約
新患

柳 井 秀 雄
戒 能 聖 治

2021年10月１日
外来診療担当医一覧表

診療受付時間 ： 午前8：30～11：30
　　　　　　   午後（各診療科外来にお問い合わせください）
※休診日：土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始（12/29～1/3）

〒752-8510　下関市長府外浦町1番1号

国立病院機構 関門医療センター
★代表

★地域医療連携室　

（★透析センター FAX（083）241-1308）

TEL（083）241-1199
FAX（083）241-1301
(紹介患者者専用ダイヤル ： 紹介状をお持ちの方)
TEL（083）241-1191（2561・2377）
FAX（083）241-1302

https://kanmon.hosp.go.jp/

病
理
医
の
役
割 

〜
温
故
知
新
〜

226号

令和3年10月

下関市長府外浦町1番1号 発行責任者 /病院長 林　弘人 アートネクスト

①

Speed
Standard&Safety

Smile

　

学
問
と
し
て
の
、「
病
理
学
」の

本
分
は
、あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用

い
て
、病
気
の
原
因
を
突
き
止
め

る
こ
と
で
す
が
、「
病
理
診
断
」

は
、手
術
で
摘
出
さ
れ
た
臓
器
や

生
検
組
織
か
ら
作
製
し
た
標
本

を
、光
学
顕
微
鏡
で
眺
め
て
、

各
疾
患
に
分
類
す
る
、1
0
0

年
以
上
も
前
に
確
立
さ
れ
た

技
術
に
依
存
し
て
い
ま
す
。長
年

に
渡
る
、先
達
に
よ
る
膨
大
な

知
識
の
蓄
積
を
、一
病
理
医
が

網
羅
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す

し
、各
標
本
が
、特
定
の
疾
患
に

標
本
画
像
は
２
次
元
で
あ
っ
て

も
、実
際
に
病
気
に
侵
さ
れ
た

臓
器
は
、時
間
経
過
に
よ
る

病
態
の
変
化
も
併
せ
る
と
、４
次

元
の
世
界
で
す
か
ら
、患
者
さ
ん

の
症
状
や
臨
床
経
過
、検
体
検

査
や
画
像
検
査
の
結
果
な
ど
、

臨
床
情
報
を
考
慮
し
た
、人
の

目
に
よ
る
診
断
の
重
要
性
は

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
標
本
の
中
か
ら
、少
し

で
も
有
益
な
情
報
を
返
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、ま
た
、若
い

世
代
の
医
師
が
、少
し
で
も
、

病
理
診
断
に
興
味
を
持
っ
て

貰
え
る
よ
う
に
と
、日
々
の
業
務

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

村田 建一郎
むらた けんいちろう

病理診断科医長

　

４
月
1
日
付
で
病
理
診
断

科
医
長
に
赴
任
し
ま
し
た
。

　

2
0
0
1
年
4
月
か
ら

2
0
0
4
年
１
月
ま
で
、旧

国
立
下
関
病
院
に
病
理
医
と

し
て
在
籍
し
て
お
り
、久
し

振
り
の
復
職
に
な
り
ま
す
。

私
は
、1
9
8
6
年
3
月
に

長
崎
大
学
医
学
部
を
卒
業

し
、今
年
で
卒
後
35
年
で
す
。

最
初
の
10
年
間
は
、主
に
免

疫
の
研
究
に
従
事
し
、そ
の

内
、4
年
半
は
、ト
ロ
ン
ト・マ

ウ
ン
ト
シ
ナ
イ
病
院
研
究
所

と
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
医
学
部

に
留
学
し
ま
し
た
。
1
9

9
6
年
3
月
に
帰
国
し
て
以

来
、杏
林
大
学
医
学
部
、

N
T
T
東
日
本
関
東
病
院
、

旧
国
立
下
関
病
院
、N
T
T

東
日
本
関
東
病
院
お
よ
び

小
倉
記
念
病
院
に
て
、病
理

診
断
に
携
わ
って
い
ま
す
。

特
徴
的
と
さ
れ
る
組
織
像
を

示
す
と
は
限
ら
な
い
の
で
、「
顕

微
鏡
を
見
な
が
ら
悩
む
こ
と
」

も
仕
事
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

通
常
作
製
し
て
い
る
標
本
に

加
え
て
、疾
患
に
陥
っ
た
細
胞
に

発
現
す
る
蛋
白
等
を
認
識
す
る

特
異
抗
体
を
用
い
た「
免
疫
組

織
化
学
」や
、腫
瘍
に
関
連
し
た

染
色
体
異
常
や
遺
伝
子
変
異
を

検
出
す
る
技
術
を
併
用
す
る

こ
と
が
、病
理
診
断
や
治
療
法
の

選
択
の
判
断
に
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

必
要
に
応
じ
て
民
間
検
査
機
関

に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
内
の
病
院
に
は
病
理

医
が
充
足
し
て
い
る
と
は
言
え

ず
、そ
の
上
、常
勤
病
理
医
の

多
く
は
還
暦
を
越
え
て
お
り
、

後
進
の
獲
得
、育
成
が
急
務
で

す
。「
画
像
情
報
の
類
型
化
」に

よ
る
分
類
は
、A
I
の
得
意
分
野

で
す
か
ら
、い
ず
れ
病
理
診
断
に

関
わ
る
業
務
の
多
く
が
、A
I
に

置
き
換
わ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、顕
微
鏡
で
観
察
す
る

顕微鏡を見ながら悩む仕事です

病理診断科および病理検査室スタッフ



パルスオキシメーター

心理療法士による認知症検査

脳
ド
ッ
ク
の

認
知
機
能
検
査
に
つ
い
て

【
地
域
医
療
研
修
を
終
え
て
】

〜
四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療
セ
ン
タ
ー
〜

③ 令和3年10月 ②令和3年10月

　

こ
れ
ま
で
の
脳
ド
ッ
ク
検
査
で

は
、M
R
I
や
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査

に
よ
り
脳
腫
瘍
や
脳
梗
塞
、脳
動

脈
瘤
、動
脈
硬
化
な
ど
の
異
常
を

発
見
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て

き
ま
し
た
が
、人
口
の
高
齢
化
に

伴
っ
て
増
え
続
け
る
認
知
症
を

早
期
発
見
し
た
い
と
の
要
望
が

多
く
、認
知
機
能
検
査
を
追
加

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

認
知
機
能
検
査
で
は
、心
理

療
法
士
が
長
谷
川
式
簡
易
知
能

評
価
ス
ケ
ー
ル（H

D
S
-R

）と

m
ini-m

ental state exam
ination

（M
M
SE

）の
２
種
類
の
検
査
を

行
い
、認
知
機
能
を
点
数
で
評
価

し
ま
す
。検
査
に
要
す
る
時
間
は

約
15
分
で
簡
単
な
検
査
で
あ
る

た
め
、受
検
者
の
負
担
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
。
認
知
機
能
検
査
で

異
常
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、そ
の

原
因
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

な
の
か
、脳
梗
塞
な
の
か
、あ
る
い
は

水
頭
症
や
慢
性
硬
膜
下
血
腫
な
ど

の
病
変
か
を
健
診
時
に
行
う
M
R

I
検
査
で
判
定
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。さ
ら
に
詳
し
い
検
査
が

必
要
な
場
合
は
、脳
神
経
内
科
や

脳
神
経
外
科
で
2
次
健
診
を
行
い

ま
す
。
認
知
症
の
早
期
発
見
に

是
非
と
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
：

生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
内
線
2
3
6
3
）

ス
タ
ッフ
：

山
下　

勝
弘（
脳
神
経
外
科
）

臼
井　

麻
子（
心
理
療
法
士
）

原
田　

聖
三（
認
知
症
看
護
認
定

　
　
　
　

  　

看
護
師
）

山下　勝弘
やました かつひろ

生活習慣病センター長
脳神経外科医長

原田　聖三
はらだ せいぞう

認知症看護認定看護師

　

脳
ド
ッ
ク
は
脳
卒
中
や
脳
萎
縮

と
い
っ
た
脳
疾
患
リ
ス
ク
の
早
期

発
見
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
は
認
知
症
の
早
期
発
見
に
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、脳

ド
ッ
ク
実
施
施
設
に
お
い
て
は

M
R
I
検
査
以
外
に
認
知
機
能

検
査
も
実
施
さ
れ
て
い
る
施
設
が

増
加
し
て
い
ま
す
。脳
ド
ッ
ク
実
施

施
設
に
お
け
る
役
割
は
、早
期
の

認
知
症
あ
る
い
は
軽
度
認
知
症
疑

い
を
的
確
に
拾
い
上
げ
る
こ
と
と
、

認
知
症
発
症
の
リ
ス
ク
因
子
を
持
つ

方
へ
の
生
活
習
慣
の
改
善
を
促
し
、

行
動
変
容
に
繋
げ
る
こ
と
で
す
。

　

認
知
症
は
、慢
性
あ
る
い
は
進

行
性
の
脳
疾
患
に
よ
っ
て
生
じ
、記

憶
・
理
解
な
ど
の
認
知
機
能
が
障

害
さ
れ
る
症
候
群
で
す
。そ
の
た

め
、認
知
症
高
齢
者
は
今
ま
で
生

活
の
中
で
出
来
て
い
た
趣
味
活
動

や
料
理

な
ど
が

で
き
な

く
な
る

こ
と
で

不
安
を

抱
き
、

家
族
か

ら
の
指
摘
に
怒
り
や
す
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。家
族
は
そ
の
よ
う
な

認
知
症
高
齢
者
の
変
化
に
戸
惑
う

こ
と
が
多
い
で
す
。
認
知
症
が
脳

ド
ッ
ク
で
早
期
発
見
で
き
れ
ば
、

医
師
や
相
談
員
な
ど
の
専
門
職
者

が
家
族
の
戸
惑
い
を
支
援
す
る
こ
と

で
家
族
の
負
担
が
軽
減
す
る
の
で
、

結
果
的
に
認
知
症
高
齢
者
の
生
活

の
質
向
上
に
期
待
で
き
ま
す
。

　

軽
度
の
認
知
症
が
脳
ド
ッ
ク
で

早
期
発
見
で
き
れ
ば
、食
生
活
を

見
直
す
、運
動
を
習
慣
化
す
る
、

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
難
し
い
で
す
が
、

外
出
機
会
を
増
や
し
他
者
と
交
流

す
る
な
ど
の
生
活
に
変
え
て
い
く

こ
と
で
、認
知
機
能
を
維
持
ま
た
は

改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

40
歳
を
過
ぎ
た
ら
自
覚
症
状
の

な
い
人
も
、一
度
は
脳
ド
ッ
ク
を

受
診
し
て
脳
の
病
気
の
リ
ス
ク
を

回
避
し
ま
し
ょ
う
。

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
っ
て・・・な
に
？

佐野　淳偲
さの あつし
研修医

脳
ド
ッ
ク
に
よ
る
認
知
症
の
早
期
発
見

三代　英紀
みしろ ひでき
臨床工学技士長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大

す
る
中
で
、重
症
度
の
目
安
と
な
る
動
脈

血
中
の
酸
素
飽
和
度
を
測
定
で
き
る
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
医
療
器
械
の

こ
と
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。そ
こ
で
パル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
と
呼

吸
不
全
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
と
は
、皮
膚
を

通
し
て
動
脈
血
中
の
酸
素
飽
和
度
と

脈
拍
数
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置

で
す
。赤
い
光
の
出
る
装
置（
プ
ロ
ー
ブ
）を

指
に
は
さ
む
だ
け
で
測
定
が
で
き
、使
い
方

が
と
て
も
簡
単
で
す
。値
は
パ
ー
セ
ン
ト

（
％
）で
表
さ
れ
、一
般
的
に
96
〜
99
％
が

標
準
値
と
さ
れ
、90
％
以
下
の
場
合
は
十

分
な
酸
素
を
全
身
の
臓
器
に
送
れ
な
く

な
っ
た
状
態（
呼
吸
不
全
）に
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、適
切
な
対
応
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
は
、

肺
炎
に
な
り
肺
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
、

肺
か
ら
血
液
中
に
酸
素
が
十
分
に
行
き

渡
ら
ず
、動
脈
血
中
の
酸
素
飽
和
度
が
低

下
し
ま
す
。動
脈
血
中
酸
素
飽
和
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
病
状
の
判
断
目
安
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚
労
省
の

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（C
O
V
ID
-19

）診
療
の
手
引
き
」に
よ
る

と
、動
脈
血
中
酸
素
飽
和
度
が

　
「
96
%
以
上
」は
軽
症

　
「
93
%
超
〜
96
%
未
満
」は
中
等
症
Ⅰ

　
　
　
　
　
　
　
（
呼
吸
不
全
な
し
）

　
「
93
%
以
下
」は
中
等
症
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
（
呼
吸
不
全
あ
り
）

と
評
価
し
て
い
ま
す
。患
者
の
I
C
U
への

入
室
や
人
工
呼
吸
器
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

重
症
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、軽
症

で
あ
っ
て
も
、顕
著
な
自
覚
症
状
も
な
い

ま
ま
突
然
、急
速
に
肺
炎
が
進
行
し
重
症

化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、パル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
で
連
続
的
な
測
定
を
す
る
こ

と
で
、悪
化
時
に
い
ち
早
く
処
置
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
可
能
で
す
。既
に
、ホ
テ
ル
療
養

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に
は
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

が
貸
し
出
さ
れ
、一

部
の
自
治
体
で
は
、

自
宅
療
養
者
に
も

貸
与
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

【 

参
照 

】

一
般
社
団
法
人
日
本
呼
吸
器
学
会

厚
生
労
働
省「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症（C
O
V
ID
-19

）診
療
の
手
引
き
第

5
.2
版
」

新任医師
ご紹介
新任医師
ご紹介

はじめまして

吉田　拓生
よしだ たくみ

消化器内科医師

　

10
月
か
ら
消
化
器
内
科
で
勤
務
と
な
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
初
期
臨
床
研
修
を
修
了
し
て
お
り
、

医
師
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
病
院
で
勤
務
で
き

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
で
き
る

こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
院
内
の
消
毒

ボ
ト
ル
に
カ
バ
ー
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
毛
糸
で
サ
イ
ズ
ぴ
っ
た
り
の
可
愛

い
ら
し
い
カ
バ
ー
が
、院
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

お
目
見
え
し
て
い
ま
す
。無
機
質
な
消
毒
ボ
ト
ル

に
も
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
出
来
事
で
し
た
。

2
0
2
1
年
10
月
よ
り
脳
ド
ッ
ク
の
検
査
に
認
知
症
検
査
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

2
0
2
1
年
10
月
よ
り
脳
ド
ッ
ク
の
検
査
に
認
知
症
検
査
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

MRI検査

　

こ
の
た
び
香
川
県
善
通
寺
市

に
あ
る
四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の

医
療
セ
ン
タ
ー
に
外
病
院
研
修

へ
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

病
院
名
に
も
あ
る
よ
う
に
小
児

科
領
域
に
力
を
入
れ
て
い
る
病

院
で
、善
通
寺
市
だ
け
で
な
く

香
川
県
や
四
国
全
域
か
ら
小
児

患
者
が
集
ま
り
ま
す
。一
般
的

な
風
邪
症
候
群
の
よ
う
な
軽
症

の
疾
患
か
ら
、手
術
が
必
要
に

な
る
よ
う
な
先
天
性
心
疾
患
、

発
育
発
達
異
常
の
よ
う
な
神
経

疾
患
な
ど
複
数
の
領
域
に
わ
た

る
患
者
が
治
療
を
受
け
て
お
り
、

こ
こ
の
小
児
科
で
1
か
月
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
来
年
か
ら
放
射
線
科
を

専
攻
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、Ｃ
Ｔ

検
査
の
画
像
に
読
影
を
付
け
る

た
め
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
、Ｃ
Ｔ
画
像
は
立
体
的
に

体
内
を
評
価
で
き
、レ
ン
ト
ゲ
ン

よ
り
も
圧
倒
的
に
多
く
の
情
報

を
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、画
像

検
査
の
主
体
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

か
ら
Ｃ
Ｔ
検
査
に
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
レ
ン
ト
ゲ
ン
を

専
門
的
に
体
系
的
に
読
影
す
る

機
会
が
乏
し
い
の
が
実
情
で
し

た
。し
か
し
な
が
ら
Ｃ
Ｔ
検
査
は

被
爆
量
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
比
べ
て

多
い
た
め
、特
に
被
爆
の
影
響
が

大
き
い
小
児
領
域
で
は
Ｃ
Ｔ
検
査

よ
り
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
す
る

こ
と
が
多
く
、今
回
の
研
修
中
も

非
常
に
た
く
さ
ん
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

を
読
む
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。特
に
小
児
は
体
の

成
長
に
応
じ
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
で

の
解
剖
構
造
の
見
え
方
が
大
き

く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
、

年
齢
ご
と
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
多
く

経
験
で
き
た
の
は
小
児
の
症
例

が
多
く
集
ま
る
こ
の
病
院
な
ら

で
は
の
機
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
自
分
を
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
こ
ど
も
と
お
と
な
の

医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
の
先
生

方
、研
修
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
っ
た
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。今
回
の

経
験
が
今

後
の
医
師

人
生
に
生

か
せ
る
よ

う
に
精
進

し
て
い
こ

う
と
思
い

ま
す
。

ボランティア
消毒ボトルの
カバー～　　　　　　～




